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①
収集したデータは、学会発表、論文発表に使用し、個人が特定されるよ
うな情報は含まれていない。研究、発表後は速やかに取得データは破棄
とする。

②
対象者の年齢、原疾患、既往歴、家族歴、麻酔方法、出生した児の
Apgar score、疾患、有症状を用いていく。

③
研究責任者

④
武蔵野赤十字病院　麻酔科　犬飼 慎

心臓・大血管、脳疾患イベントを発症した妊婦の調査と麻酔方法の選択

武蔵野赤十字病院

所属　麻酔科　　　　　氏名　犬飼　慎　　　　　 

（西暦）　　　　2023年　7月　～　（西暦）　　　2024年　5月

周産期の大動脈解離発症は10万人に0.4人程度と非常に稀なものであ
り、遺伝性疾患や高血圧、その他さまざまな要因が影響して発症してい
る。今回当院で同疾患の手術麻酔管理を経験し、稀少な症例のため手術
手順、麻酔管理など様々な点で検討が必要となった。また、妊娠関連脳
卒中に関しても経験があり、10万人に10.2人程度である。当院における
過去の妊娠と心血管系・脳疾患イベントの発生状況とその予後、児の状
況に関して紙カルテと電子カルテのデータベースで後ろ向きに調査し、
手術に移行した際の最適な麻酔管理を検討していく。結果を踏まえて今
後稀少な周産期合併症疾患の麻酔管理を行う際にはスムーズに対応でき
るようにしていく。

紙カルテから電子カルテに移行した2011年から2023年の12年間と、当院
開設以降、一部残存した紙カルテの情報をデータベース化したものを利
用し、後方視的研究とする。実施期間は2023年7月から2024年5月までと
する。


